
昭和41年 i月20日

騒霊童謹
陸上自衛隊では、 2月中の実弾

射撃をつぎのとおり行ないます

実施場所=池田射撃場

実施日程=1"-'4.7"-8、11、
14"-'19、21"-'初、 28、

(452号)り大村市政だよ1月下旬号)
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圃昭和33年4月22日第三種郵便物認可圃毎月3回1日.10日.20日発行田定価1部5円
圃発行所大村市役所置編集人総務課長森辰男圃印刷所隆文社印刷所

今年こそ火災をなくそう
昭和41年の大村市消防出初式が、 1月8目、 fこ。式は国旗掲揚に始まり、久田団長の人員

西大村中学校と中央小学校の校庭で行なわれ 報告、服装機械器具の点検、各種功労者の表

ました。式には、昨年発足した大村市消防署 彰がありました。そのあと、同校庭で"備え

員と、紺のハッピの消防団員 655名、消防ポ あれば憂なし H の放水演習を市民の前に披露

ンプ14台、来賓、被表彰者多数が参加しまし し、市中行進をして終りました。

iょ体左らち圧ま が魚み具腹化ピ白 らい状あ睡 約と生
!ぃ操右、ぢ迫まま考、そ体八のタ質受なて態せ眠頭さ栄徒入
。をに首こすのたえ野汁的分よミ、験いもでるが脳れ養の試
すねをまる姿長ら菜、に目い γ 脂生。勉机ま大のると健を
るじ回り。勢時れ、豆はに食を肪の 強にま切イ力。運康目
ょっしが冬で問るく腐牛す品多、食 のかにでき 動管前
うたたちはいう。だ、乳るをくミ事 効じ睦あに の理に
にりりにとるつ も納やこ平含ネは 果り眠りは 三はし
す、、なかとむ の豆肉と均んラ、 はつ不、十 点、て
る軽腰るく胃い な、、でしだノレた あし、足気分 に睡い
といをか、をた ど小卵、て消、ん がてのがな 要眠る

H

受
験
生
の
健
康
管
理
H
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消
防
出
初
式
で
表
彰
さ
れ
た
人

り

知
事
表
彰

大村市政だよ

山
本
長
作

県
消
防
協
会
長
表
彰

円
特
別
有
功
章
〕

、
森
寅
一

山
口
房
雄
山
本
長
作

令
〔
有
功
一章
〕

朝

長

正

治

坂

田
保
松
永
繁
敏
久
保
正
一

夫

一
下

田

和

古

田

塩

見

牟
田
卯
佐
義
上
野
善
治

、

楠
本
昭

m
精
続
章
(
三
十
年
)
〕

山
本
長
作
宮
野
増
男

〔
精
続
章
(
二
十
年
)
〕

小

村

隆

今

里

福

治

鶴

栄

小

林

司

松

添
竜

昭

高

野

良

一

橋

本

福

松

池

田

憲

宮
野
増
男

昭和41年 1月20日

次

郎

鈴

田

正

森

正

雄

小

林

清

次

三

浦

秋

男

石

場

鉄

盛

川

上

正

北

川

文

雄

田

淵

定

下

回

和

男

川

辺

博

山

口

茂

雄

大

塚

林

太

郎

長

岡

五

三

中

道

卯

一

森

塚

磨

久

保

敏

視

田
川
良
美

:山
道

茂

雄

中

尾

一

知

大

塚

満

雄

鬼

石

久

雄

稲

崎

雄

溝

島

義

雄

久
保
秀
幸
徳
島
利
男

神

原

隆

男

山

浦

安

治

山

中

良

嗣

福

田

孝

雄

佐

藤

重

則

今

崎

正

昭

楠

本

一

幸

原

常

光

永

野

満

見

小

野

望

人

岩

本

昭

永

田

弘

議
wv、
激
務

vpj
滋
ぷ

一還な仔必殺髪一…

運
転
手
の
お
じ
さ
ん

大
村
小
四
年
坂
口
久
子

運
転
手
の
お
じ
さ
ん
た
ち
を
し
て
く
だ
さ
る
。

は
、
私
た
ち
、
ま
た

は
、
だ

J

お
母
さ
ん
に
聞
い
た
話
で

く
さ
ん
の
人
々
の
た
め
に
、

す

が

、

雲
仙
か
ら
島
原
に
行

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
運
転
く
と
ち
ゅ
う
、
パ
ス
と
ト
ラ

市
長
表
彰

ハ
永
信
勤
続
(
三
十
年
)

U

山
下
長
作

宮
野
増
男

〔
永
年
勤
続

(
二
十
五
年
)
〕

坂

口

畔

前

川

邦

一

郎

岩

本

正

利

宮

回

重

義

原

幸

雄

朝

長

清

見

大

塚

信

美

平

野

覚

山

口

叡

岳

田

満

雄

福

田

佐

一

梶

原

直

木

中

原

正

美

渡

辺

豊

井

上

七
五
三
蔵
永
野
寛
十

〔
無
火
災
分
団
〕

八

分

団

十

分

団

十

四

分
団

〔
永
年
勤
続
(
十
五
年
)
〕

渡
海
博

一坂
田
義
次
樋
口

春

次

池

田

正

夫

相

川

三

郎

岡

山

忠

指

方

昭

中

道

一

二

坂

本

初

次

回

崎

勝

美

辻

四

郎

黒

川

勇

夫

古

田

塩

見

山

下

信

夫

道

ツ
ク
が
す
れ
ち
が
う
と
き
、

二
人
乗
り
の
オ
ー
ト
バ
イ
・
が

急
に
横
ぎ
っ
て
き
た
の
で
、

運
転
手
さ
り
ん
は
、
あ
わ
て
て

左
に
ハ
シ
ド
ル
を
き
り
そ
こ

な
い
、
下
の
谷
底
へ
落
ち
、

血
ま
み
れ
に
な
っ
て
も
、
運

転
手
さ
ん
は
「
お
客
さ
ん
た

ち
は
、
だ
い
じ
よ
う
ぷ
で
し

ょ
う
か
」
こ
の
こ
と
ば
を
何

添
勇
中
島
鶴
司
西
川
正

吉

田

口

栄

、
開
常
義
f

本

山

茂

俊

遠

岳
茂

山

上

肇

森

広

木

城

山

省

己

福

田

朝
徳
井
上
信
義

六C
J

〔
優
良
消
防
団
員
〕

コ
一
浦
秀
雄
晦
日
武
井
よ

修

一
郎
増
田
繁

満

杉

本

福
守
山
口
茂
雄

-
本
田
美

木

太

開

常

義

淵

延

隆
J

〔
一
般
協
力
者
〕

小

佐

々

カ

ツ

森

重

雄

永

田
定
入
江
政
吉

，
出
口
政

男

株

崎

芳

美

浜

田

彊

尾
上
安
雄
一
瀬
好

一

田

中

要

中

道

近

作

森

憲

次

平
野
源
次
井
手
鹿
太
郎

豊
竹
一
郎
中
武
利
雄

渡

辺

一

郎

山

口

末

武

広

瀬

数

馬

草

野

紀

山

下

国

道

長
田
広
治

'
横
田
清
吉

回
も
く
り
か
え
し
、
く
り
か

え
し
、

な
く
な
ら
れ
た
そ
う

で
す
。
オ
ー
ト
バ
イ
一
台
の

た
め
に
、
な
ん
十
人
の
・人
た

ち
が
、
け
が
を
し
た
り
、
な
尽く

F

な
ら
れ
た
り
じ
た
そ
う
で
す

私
は
こ
ん
な
に
ま
で
、
自

分
の
こ
と
は
考
え
ず
、
お
客

さ
ん
の
こ
と
ば
か
り
を
心
配

し
て
く
だ
さ
る
か
と
思
う
と

ふ
か
く
感
謝
し
た
い
気
ホ
ち

に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
も
、

道
路
を
通
る
と
き
、
、
よ
く
注

意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
車
が
ど
ん

ど
ん
ふ
え
て
い
き
、
交
通
事

故
も
多
く
な
る
の
で
、
私
た

ち
も
運
転
手
さ
ん
た
ち
も
力

を
合
わ
せ
て
交
通
事
故
を
す

く
な
く
し
よ
う
。
(
つ
づ
く
)

市消防署は新しい消防タシク車を購入し主した。この

車は、 常時2.5トシの水を積んでおり皆さんからの通報

しだいすぐ出動し.初期消火につとめるものです。

140馬力。定員=4名。 購入費=340万円。

一一 新らしい消防タンク車を購入

市
内
パ
ス
路
線
変
更
l

県
営
パ
ス
(
市
内
)
は
今

ま
で
本
町
一
丁
目
↓
片
町

↓
公
園
前
と
通
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
一
月
十
五
日

か
ら
商
工
会
議
所
前
i
v
海

岸
通

L
市
役
所
(
終
点
)
と

変
更
し
て
運
行
し
て

い
ま

す。
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市
の
人
事
異
動

土
木
課
都
市
計
画
係
長

民徳
田
栄
作

農
林
課
畜
産
係
長穂
坂
豊
次

建
築
課
建
築
係
長石
井
昭
之

総
務
課
行
政
係
長岩
永

宏

総
務
課
広
報
係
長
(
兼
務
)

佐

竹

茂

一
月
-
日
付
で
市
の
人
事

異
動
が
行
な
わ
れ
、
つ
ぎ
の

と
お
り
新
ら
し

い
課
長
と
係

長
が
き
ま
り
ま
し
た
。

衛
生
課
清
掃
第
二
係
長

兼
処
理
場
長
原
田
健
吾

土
木
課
整
備
係
長森

良日

(3) 

tκ 

福
祉
事
務
所
保
護
第
二
係
長

田
崎
武
雄

福
祉
事
務
所
清
和
園
長

松
本
健
次

萱
瀬
出
張
所
長。
福
山
昭
義

会
計
課
用
度
係
長
心
得

田
端
幸
男

農
林
課
課
長
補
佐

兼
耕
地
係
長
木
下
正
治

人
事
課
人
事
係
長

、

田
下
正
春

衛
生
課
清
掃
第
一

係
長

藤
元
富
士
夫

福
祉
事
務
所
保
護
第
一
係
長

井
原
頼
三
郎

めずらしい切手の展示会

M 大村市切手愛好会Hが切手展示会を、 1

月6日と 7日の両日、中央公民館講座室で行

d ないました。との展示会には、東京オリシピ

ックの記念切手(約10種別枚〉、世界の乗物
の切手(約50種 60枚〉、また新らしい切手を
発行するときに郵政省が発行するバシブレッ

トなどめずらしいものばかりで、約3，000枚
の切手が出品されました。

。J

会
計
課
経
理
係
長吉
村
保
夫
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し
お

知

事

選

挙

~

県
議
補
欠
選
挙
』

ら
せ
コ

に
お
け
る

不
在
者
投
票
の
取
扱
い

次
に
か
が
げ
る
よ

う
な
理
由
で
、
投
票

日
に
自
分
で
投
票
所

に
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
人
は
、
不
在
者

投
票
に
よ
り
前
も
っ

て
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

2月20日執行不
在
者
投
票
を
行
な
う
と

き
は
、
証
明
書
(
一
定
様
式
)

が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
そ

れ
ほ
ど
め
ん
ど
う
な
も
の
で

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
十
分
こ

の
制
度
を
利
用
じ
て
く
だ
さ

も

νー
西
大
村
出
張
所
移
転
i

西
大
村
出
張
所
は
、
二

月
七
日
か
ら
当
分
の
問
、

中
央
幼
稚
園
よ
こ
の
仮
事

務
所
で
仕
事
を
し
ま
す
。

と
ζ
に
西
大
村
地
区
の
方

は
、
お
ま
ち
が
い
の
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
の
で
き
る

理
由

①
大
村
市
外
で
職
務
に
従
事

す
る
と
き
。

②
や
む
を
得
な
い
用
務
文
は

事
故
の
た
め
、
大
村
市
外

に
旅
行
ま
た
は
滞
在
中
の

と
き
。

③
病
気
、
負
傷
、
姫
娠
、
不

具
、
老
衰
、
お
産
な
ど
の

た
め
、
歩
え
こ
と
が
リ、著
し

く
園
難
な
と
き
。
(
在
宅

投
票
は
で
き
な
い
。
〕

④
県
内
の
他
市
町
村
か
ら
大

村
市
へ
転
入
し
、
ー
引
続
き

ナ大村
市
に
居
住
中
の
と
き
一

こ
の
場
合
は
、
前
住
地
の
一

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
一

て
い
る
人
で
、
大
村
市
の
一

選
挙
人
名
簿
に
ま
だ
登
録
一

資
格
が
な
い
人
が
該
当
し
一

ま

す

。

一

不
在
者
投
票
が
で
き
る
一

期
問

。

一

知

事

選

挙

一

1
月

初

日

か

ら

一

2
月

四

日

ま

で

一

県

議

補

欠

選

挙

一

2
月

5
日

か

ら

-

2
月

四

日

ま

で

-

時
間
は
午
前

8
時
叩
分
か
ら

午
後

5
時
ま
で

不
在
者
投
票
の
場
所

大
村
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

11 11 11 11 11 11 11 11 H 

肉やたまごの共進会

第2回目の犬、村市畜産

生産物共進会を、 1月24
日と25日の両日中央公民

館で行ないます。 一

これは近年ますます増

えている畜産生産物(た

まご、肉など〉の増産と

質の向上をはかるために

行なうものです。

出品されるのはブロイ

ラー(食肉用鶏)25点、

鶏卵70点です。

~商品初級
1月から 2月にかけてきびしい寒さが

続きます。この寒さにまけないように

するためには合理的な食事のとり方が大いに役立ちます。

寒さに対抗するためにまず必要なのはどタミシDです。牛

乳、たまご、レパ一、しいたけなどに豊富にふくまれてい

ます。次にビタミンC。生野菜ゃくだものの不足勝の一月

ではC不足のため壊血病やかぜをひきやすくなります。こ

のCをとるにはミカンやレモン、大根が最高で、ミカンを

1日1個か大根おろしを 1日l回ぜひたべるようにしましょ

う。第3番目はビタミシBl。寒いときはBlの消費がさか

んで、 いきおいBlが不足がちになりますq これをおぎな

うには落花生などが最高で、 1日10粒ぐらいで十分です。

ここで注意したいことは冬は運動不足がちで汗をかくこと

も少なく、体内の塩分はもっぱらじん臓から排せつされる

ということです。したがって、あまり塩からいものをたべ

ると血圧があがったり、じん臓に障害が起りがちになりま

す味かげんはうすめにしましょう。

一面冬は油ものが喜ばれ、また必要なのですが、太り気

味の人、血圧の高い人、心臓の弱い入は油ものの多食はい

けません。ますます太ってしまいますから、それぞれ体や

年令に応じた食品をとる工夫をしましょう。

食品冬の

務
局
(
市
役
所
内
)

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ

直
接
ま
た
は
電
話
(
二
、
九

八
二
番
・
四
、
一
一
一
番
)

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

派
米
農
業
研
修
生
を
募
集

今
月
は
国
年
の
納
期
!

1
月
は
国
民
年
金
保
険

料
叩
、
日
、
臼
月
分
の
納

期
で
す
。
老
後
の
し
あ
わ

せ
と
不
慮
の
事
故
に
そ
な

え
て
保
険
料
は
か
な
ら
ず

納
期
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ

、っ。

昭
和
四
十
年
度
の
派
米
農

業
研
修
生
を
募
集
し
て
い
ま

す。応
募
の
資
格

①
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
J

力
が
あ
り
、
と
く
に
英
語
の

基
礎
的
理
解
力
が
あ
り
、
か

つ
現
に
農
業
に
従
事
し
、
将

来
も
農
業
経
営
に
当
た
ろ
う

と
す
る
人
。

②
昭
和
十
四
年
七
月
一
日
か

ら
昭
和
二
十
二
年
六
月
三
十

日
ま
で
に
生
れ
た
男
子
。

③
身
体
強
健
な
人
。

募
集
の
締
切

一
月
三
十
一
日

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
市

の
農
林
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。


